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要 約   

アミド系殺菌剤である「ジクロシメット」（ばNo．139920－32－4）について、各種  

試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）・、植物体内運命（水稲）、土壌中  

運命、水中運命、土壌残留、作物等残留、後作物残留、急性毒性（ラット及びマウス）、  

亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、  

発がん性（マウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒  

性試験等である。   

試験結果から、ジクロシメット投与による影響は主に肝臓に認められた。繁殖能に対  

する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

マウスを用いた発がん性試験において、50ppm以上投与群の雄で肝細胞腺睦の発生  

頻度が増加した。しかし、遺伝毒性試験がすべて陰性であったこと及び肝における腫瘍  

の発生機序に関する試験を実施した結果から、腫瘍の発生機序は遺伝毒性メカニズムと  

は考え難く、本剤の評価にあたり閥値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒′掛発がん性併合  

試験の0．5mg戊g体重／目であったことから、これを根拠として安全係数100で除した  

0．005mg此度体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：ジクロシメット  

英名：dicloqYmet（ISO名）  

3．化学名  

IUPAC 

和名：（兄卦2－シアノー〃【（周一1－（2，4－ジクロロフェニノりェチノ叶3，3一  

ジメチルプチラミド  

英名：（R5？－2一町anO－N［（B－1－（2，4－dichlorophenyl）ethyl］－3，3－  

dimethylbutyramide  

CAS仙．139920－32一心   

和名：2－シアノー〃【（1月－1－（2，4－ジクロロフェニ／りェチ／り－3，3－  

ジメチルブタンアミド   

英名：2－Cyan0－N［（1B－1－（2，4－dichlorophenyDethyl］－3，3－  

dimethylbutanamide  

4，分子式  

C15H18Cl加0  

5．分子量  

313．23  

6．構造式  

7．開発の経緯   

ジクロシメットは、住友化学株式会社によりいもち病用殺菌剤として開発されたア   

ミド系殺菌剤であり、いもち病菌の付着器のメラニン化を強く阻害して、付着器から   

のイネ表皮細胞への侵入を阻害する。2000年4月28日に初めて農薬登録が取得され   

た。今回、魚介類への残留基準値の設定が申請されている。  
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

各種運命試験（Ⅱ．1～4）に用いたジクロシメットの放射性標識化合物については、  

以下の略称を用いた。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合はジクロシメッ  

トに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略称は別紙1及び2に示されている。  

略称   標琴位置及び化合物   

bhe－14C】ジクロシメット  ジクロシメットのフェニル基の炭素を14Cで均一に標識 

［町aヤC】ジクロシメット  ジクロシメットのシアノ基の炭素を14Cで標識   

払ut－14C】ジクロシメット  ジクロシメットのブタノイル基の2位の炭素を14Cで標識   

bhet14C］A   ジクロシメットのβ異性体のフェニル基の炭素を14Cで  

均一に標識   

kyaJ14C］A   ジクロシメットのぶ異性体のシアノ基の炭素を14Cで標識   

1．動物体内運命試験  

（1）血中濃度推移  

SDラット（一群雌雄各5匹）にbhe－14C］ジクロシメットまたはbhe－14C］Aをそ   

れぞれ1mg肱g体重（以下、［1．】において「低用量」というご）または50m釘kg   

体重（以下、［1．］において「高用量」という。）で単回経口投与し、血中濃度推移  

について検討された。  

血祭中及び全血中放射能濃度推移は表1に示されている。  

bhe－14C】ジクロシメット投与群では、最高濃度到達時間（Tmax）は雄より雌で、   

低用量群より高用量群で値が大きくなる傾向が見られた。また、低用量群では血祭   

中より全血中におけるTm弧が大きかったが、高用量群では差はなかった。  

bhe－14C】A投与群では、Tmaxは低用量群では2．0～6．0時間、高用量群では6．0   

時間であった。  

また、bhe－14C］ジクロシメット及びbhe－14C］Aで比較するとL、bhe－14C］ジクロシ   

メット投与群よりbhe－14C］A投与群でTmax、Cmaxとも値が大きくなる傾向が認め  

られた。（参照5）  

表1血渠及び全血中放射能濃度推移  

標識化合物   bhe－14C］ジクロシメット   

投与量（mg晦体重）   1  50   

性別   雄  雌  雄  雌   

試料   血祭  全血  血衆  全血  血祭  全血  血祭  全血   

Tmよ（時間）   0．5   1，0   1．0   4．0   2．0   2．0   6．0   6．0   

Cm拡（トdg） 0．083  0．057  0．105  0．079  2．  2．23  3．48  3．51   

T通 （時間）   20．5  21．5  31，6  41．9  35．2  31．9  57．0  65．0   

‾声   



標識化合物   bhe－14C】A   

投与量（mかkg体重）   1  50   

性別   雄  雌  雄  雌   

試料   血祭  全血  血祭  全血  血祭  全血  血祭  全血   

Tm猥（時間）   2．0   6．0   2．0   6．0   6．0   6．0   6．0   6．0   

Cmax（膵／g）   0．125  0．091  0．176  0．129  4．82  4．16  5．20  4．36   

Tl佗（時間）   18．1  22．0  25．7  56．9  20．3  18．7  28．5  18．4   

（2）排泄①  

SDラット（一群雌雄各51匹）にbhe－14C］ジクロシメットまたはbhe－14C］Aを低   

用量または高用量で単回経口投与して、排泄試験が実施された。  

投与後48時間及び168時間の各試料中排泄率（総投与放射能：TARに対する割   

合）は表2に示されている。  

投与後168時間に、いずれの投与群でも尿及び糞中に97．9～103％TARの放射能   

が排泄された。  

bhe－14C］ジクロシメット投与群及びbhe－14C］A投与群で、いずれも主要排泄経路   

は糞中であったが、尿及び糞中への排泄の比率には性差が認められ、堆では、尿中   

排泄と糞中排泄の差が雄より小さかった。  

また、雄ではbhe－14C］ジクロシメット投与群よりbhe－14C］A投与群で尿中排泄率   

が高く、▲雌ではbhel・14C］A投与群よりbhe－14C］ジクロシメット投与群で尿中排泄率   

が高かった。（参照6）  

表2 投与後48及び168時間の各試料中排泄率（％T脈）  

標識化合  

物   
bhe－14C】ジクロシメット  bhe－14C】A   

投与畢   1mがkg体重  50mg倣g体重  1mg此g体重  50mg瓜g体重   

性別   雄  雌  雄  雌  雄  雌  雄  雌   

試料  尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞一  尿  糞  尿  糞  尿  糞  尿  糞   

投与後 4  4．1  80．3  28．6  52．9  3．2  77．2  26．4  57，9  10．5  71．1  19．4  56．9  10．6  75．4  18．9  62．4   
8時間  

投与後  
168時間   

☆：ケージ洗浄液を含む  

（3）排泄②  

SDラット（一群雌雄各3匹）にkya－14C］ジクロシメットまたは【cya－14C］Aを低   

用量で単回経口投与して、排泄試験が実施された。  

投与後48及び168時間の各試料中の排泄率は表3に示されている。   

【cya－14C］ジクロシメット投与群及び［cya－14C］A投与群で、雄では主要排泄経路は  
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糞中であったが、雌では尿及び糞中への排泄が同程度であった。  

［cya－14C］ジクロシメット投与群に比／＜、【qYa・14C］A投与群では排泄が遅く、投与  

後168時間での尿、糞及び呼気中の排泄率は、【wa－14C］ジクロシメ．ット投与群で91．2  

～96．8％TARであったのに対し、kya－14C］A投与群では71．6～78．4％TARであった。  

（参照7）  

表3 投与後48及び168時間の各試料中排泄率（％TAR）  

標識化合物   【wa－14C】ジクロシメット  kya－14C】A   

投与量   1mg侃g体重  1mg肱g体重   

性労り   雄  雌  雄  雌   

試料   尿  糞  呼気  尿  糞  呼気  尿  糞  呼気  尿  糞  呼気 

投与後   7．1  ・48．4  0．1  39．8  35．7  0．2  15．2  29．0  0．8  20．0  23．6  0．8   
48時間  

投与後  
168時間   

（4）胆汁中排泄  

胆管カニユーレを装着したSDラット（一群雌雄各3匹）にbhe－14C】ジクロシメ   

ットまたはbb－14C】Aを低用量または高用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験   

が実施された。  

投与後72時間の尿、糞及び胆汁中排泄率は表4に示されている。  

いずれの投与群においても、胆汁中排泄率は78．1％TAR以上であった。また、尿   

中排泄率と胆汁中排泄率の合計がいずれの投与群も92．5％mR以上であったこと   

から、経口投与されたbhe－14C］ジクロシメット及びbhe－14C］Aは、ほとんどが消化   

管から吸収されたと考えられた。（参照8）  

表4 投与後72時間の尿、糞及び胆汁中排泄率（％丁腫）  

標識化合物   bhe－14Clジクロシメット   

投与量   1mg肱g体重  50mg此g体重   

性別   雄  雌  雄  雌   
試料   尿．  糞  胆汁  尿  糞  胆汁  尿  糞  胆汁  尿  糞  月野ト   

排泄率  2．2  4．1  95．8  10．7  2．2  86．5  1．1  5．2  91．4  8．2  1．0  86．9   

標識化合物   bbe－14c】A   

投与量   1mg此g体重  50mg倣g体重   

性別   雄  I唯  雄  、・雌   

試料   尿  糞  胆汁  尿  糞  胆汁  尿  糞  胆汁  尿  糞  胆汁   

排泄率  3．5  3．1  93．4  13．9  3．2  80．6  3．1  2．4  93．1  14．6  3．3  78．1  



（5）体内分布①  

SDラット（一群雌雄各12匹）にbhe－14C］ジクロシメットまたはbhe－14C］Aを低   

用量または高用量で単回経口投与して、体内分布試験が実施された。  

主要組織における残留放射能濃度は表5に示されている。  

bbe－14C］ジクロシメット投与群では、組織中放射能濃度が、低用量投与群で投与1   

時間後に、高用量投与群の雄で投与1時間後に、雌で投与6時間後にほとんどの組   

織で最高となった。低用量、高用量投与群と▼も、血祭中Tm餌付近では消化管、肝臓   

及び脂肪に、投与亜時間後には消化管、肝臓及び腎臓に放射能が比較的高濃度に存   

在した。  

bhe－14C】A投与群では、組織中放射能濃度が、低用量投与群で投与2時間後に、   

高用量投与群で投与6時間後にほとんどの組織で最高となった。bhe・14C】ジクロシ   

メット投与群同様、低用量、高用量投与群とも、血祭中Tmax付近では消化管、月刊戟   

及び脂肪に、投与亜時間後には消化管、肝臓及び腎臓に放射能が比較的高濃度に存   

在した。（参照9）  

表5 主要組織における残留放射能濃度（膵／g）   

標識化合物   
投与量  

（mg肱g体重）   
THⅢ付近☆   48時間後   

消化管（8，由）、肝儀（1．07）、脂肪  消化管（2．36）、肝臓わ．269）、腎臓  

雄         （0．219）、腎臓（0．180）、膵臓わ．167）、リ  （0．028）、リンパ節わ．015）、膵臓  
ンパ節わ．147）、血購わ．109）   わ．01（カ、血祭わ．01（カ  

消化管（9．43）、肝臓わ．78房■、脂肪  消化管（1．70）、肝臓め．076）、腎臓  
め．247）、腎臓わ．211）、副腎わ．19¢、膵  わ．01b）、皮膚わ．01〔カ、膵臓わ．007）、  
臓吼187）、リンパ節わ．156）、骨髄  甲状腺わ．007）、リンパ節わ．005）、  

雌                       （0．099）、肺（0．097）、唾液腺わ．096）、脊  脂肪わ．004）、子宮わ．004）、卵巣  
髄わ．095）、皮膚わ．09カ、心臓わ．089）、  わ．00め、牌臓め．003）、全血液  
子宮（0．089）、卵巣わ．08由、胸腺  
わ．07粛、脳わ．071）、血教わ．066）   

消化管（42〔カ、肝臓（44．Ⅵ、脂肪短5．ゆ、  消化管也0．9）、肝臓（3．20）、骨  
bbe－14C】ジクロ   リンパ節（10．カ、膵臓隠2少、腎臓  わ．85）、腎臓わ．45）、リンパ節   
シメット、  （6．04）、皮膚（3．81）、肺（3．74）、脊髄  

雄                  （3．54）、唾液腺（3．21）、副腎（3二06）、ノ山臓  
（2β粛、腐肉（2．6㊥、脳色刷）、胸腺  
也．10）、血祭（2．06）   

50  
消化管（368）、脂肪（102）、肝臓60，由、  消化管（72．カ、肝臓k．13）、腎臓  
肺（34．釦、皮膚（21．8）、膵臓色1．2）、リン  （0．49）、膵臓わ．3豆）、子宮わ．25）、皮  
パ節（20．¢、卵巣（19．9）、甲状腺（19．め、  膚め．2㊨、リンパ節わ．2ヵ、卵巣  

副腎（17．房、腎臓（略軋脊髄（15．2）、唾  
雌                        液腺（13．1）、子宮（11．豆、脳（10．9）、′［蘭  

b．3め、脾臓（7．76）、胸腺（7．55）、筋肉  
晦．8㊥、骨（3．86）、眼（3．4d、血球（3．30）、  
全血（3．07）、骨髄短．91）、血紫色．7（カ   
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消化管灯．89）、肝臓（1．33）、脂肪  消化管（1．35）、肝臓め．14功、膵臓及  

わ．676）、腎臓わ．340）、膵臓吼30功、リ  び唾液腺わ．021）、副腎わ．02（カ、肺  

ンパ節わ．30ゆ、副腎わ．294）、肺  め．017）、骨髄わ，016）、リンパ節  

雄                       わ．207）、皮膚わ．20d）、唾液腺わ．195）、  わ．015）、ノM蔵わ．014）、皮膚わ．01粛、  
骨髄わ．165）、心臓わ．157）、脊髄  全血吼014）、血球（0．01白）、血旋  

（0．155）、血祭わ．14亜   心013）  

1  
消化管㊥．54）、肝臓（1．01）、脂肪  消化管色．2由）、肝臓わ．203）、腎臓  

（0．654）、副腎わ．382）、膵臓心．361）、腎  わ．056）、膵臓わ．052）、副腎わ．047）、  

臓吼312）、卵巣わ．304）、リンパ節  リンパ節わ月4カ、卵巣隠04α、肺  

わ．279）、肺（0．256）、唾液腺わ．23由、皮  わ．039）、唾液腺わ．0魂）、心臓  

雌                              膚わ．235）、骨鱒わ．225）、子宮わ．187）、  わ．035）、骨髄わ．029）、脂肪わ．027）、  
血勅．176）   筋肉吼0云5）、子宮ぬ02由、全血  

わ．025）、牌臓わ．024）、皮膚わ．023）、  

胸腺わ．022）、血疑わ．022）  

bheヤC】A  消化管匝21）、脂肪69．3）、肝臓極7．2）、  消化管晦5．3）、肝臓極．1㊥、腎臓  

声り腎払Ⅵ、膵臓（19，竹、リンパ節  （．1．29）、膵臓わ．53）、皮膚わ．42）、肺  

（16．粛、腎臓（15．竹、皮膚（13．¢、唾液瞭  （0．41）、リンパ節わ．37）、唾液腺  

雄                       （13．由、肺（12．0）、脊髄（11．5）、心臓  わ．37）、心臓わ．35）、全血わ．39）、血  

（9．36）、甲状腺（9．1d）、骨髄（8．41）、胸腺  

（8．0功、脳（7．79）、牌臓牲7d）、精巣  

（7．11）、筋肉行．00）、血衆k．25）   

50  消化管（339）、脂肪（124）、肝臓（52．の、  消化管毎8．カ、肝臓陥．95）、腎臓  

副腎（亜．D、卵巣kl．叫、仔朝敵35．5）、リ  色．37）、膵臓短．11）、唾液腺（1．51）、  

ンパ節（31．5）、皮膚色3．9）、唾液腺  卵巣（1．46）、肺（1．31）、骨髄（1．29）、  

雌  
短3．¢、脊髄色2．6）、腎臓色1．8）、肺  心臓（1．22）、皮膚（1．0ウ）、リンパ節  

（19．扇、脳（15．¢、骨髄（14．房、甲状腺  （1．05）、脂肪わ．96）、牌臓わ．96）、子  

（14．3）、心臓（14．2）、子宮（13．Ⅵ、牌臓  

（12．3）、胸腺（12．カ、筋肉（11．2）、血祭  

（5．64）   

☆：bhe－14C］ジクロシメット投与群：低用量群では投与1時間後、高用量群では投与6時間後   

bhe－14C］A投与群：低用量群では投与2時間後、高用量群でIま投与6時間後 

（6）体内分布②  

排泄試験①及び②［1．（2）及び（3）］において、投与168時間後の各組織中の放射能   

濃度を測定し、体内分布が検討された。結果は表6に示されている。  

bhe－14C］ジクロシメット及びbhe－14C］A投与群では消化管、月刊臥腎臓及び皮膚   

で比較的放射能濃度が高かった。kya－14C］ジクロシメット及びkya－14C］A投与群で   

は毛及び皮膚で比較的放射能濃度が高く、雌に比べ雄で毛における放射能濃度が高   

かった。（参照6、7）  
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表6 排泄試験①及び雷の組織における残留放射能濃度（ド〟g）  

標識化合物  投与量 hg在g体重）  性別   投与168時間後   

雄  消化管わ．027）、月刊融）．005）、腎臓わ．003）、血賦＜0＿00D  
1  

雌  消化管わ．026）、肝臓わ．004）、腎臓わ．004）、血栗ko．001）  
bhe－14C】ジク  消化管（1．63）、月刊雛）．35）、腎臓わ．21）、甲状腺わ．07）、全血液わ．07）、   
ロシメット  

50   
雄        皮膚わ．05）、血痕わ．05）  

消化管わ．58）、月刊雛）．16）、腎臓吼12）、皮膚（0．1d）」甲状腺ko．08）、  
雌       血渠ko．03）   

1   

雄  消化管わ．016）、月刊鍬）．007）、腎臓わ．003）、皮膚わ．003）、血菜（＜0．001）  

bhe－14C］A  
雌  消化管（0．01白）、皮膚わ．007）、肝臓わ．005）、腎臓ぬ005）、血軍畑．00D  

50   
雄  消化管わ．28）、月刊敵）．22）、腎臓吼12）、皮膚わ．09）、血渠ko．04）  

雌  消化管わ．69）、肝臓わ二25）、腎麒0．21）、皮膚わ．17）、血環佃．04）   

ba－14C］ジク  
毛色．02）、皮膚わ．206）、カーカスめ．059）、血痕わ．047）、全血血049、  

ロシメット   
1   雄       血球わ．037）  

雌  皮膚わ．041）、血菓わ．041）、全血わ＿037）、毛わ．036）、血軸．031）   

毛色．8由、彪膏わ．609）ニカーカスわ．23亜、血軸．232）、血液わ．210）、  

［wa－14C］A   1   雄       血球わ．187）  
雌  毛わ．504）、血菜わ．309）、全血わ．284）、皮膚（0．261）」血球（0．257）   

（7）代謝物同定・定量  

排泄試験①及び②［1．（2）及び（3）］、胆汁中排泄試験什（4）］及び体内分布試験①   

［1，（5）］で得られたSDラットの尿、糞、胆汁、血奨及び組織を試料として、代謝   

物同定・定量試験が実施された。  

尿、糞、胆汁、血祭及び組織中の代謝物は表7に示されている。  

尿中及び胆汁中には、ジクロシメット投与群、A（ぶ異性体）投与群とも、親化   

合物は検出されなかった。また、排泄試験②［1．（3）］において、投与168時間後の   

血液及びカーカス、投与120時間後の血竜夜、皮膚及び胃内容物からは、代謝物とし   

てⅤ（チオシアンイオン、SCN‾）のみが検出された。各試料中の代謝物キこは性差   

が見られた。  

ジクロシメットのラットにおける主要代謝経路は、フェニル基3位の水酸化であ   

り、その他ぬけプチル基のメチル基の酸化、イミドカルポニル基の還元、シアノ基   
のカルポン酸への加水分解、シアノ基の脱離等、さまざまな反応を経て、多くの代   

謝物が生成すると考えられた。主要代謝物は、雄では代謝物Ⅰ、L及びR、雌ではⅠ   

のグルクロン酸抱合体及びQであった。  

Aのラットにおける主要代謝経路は、ジクロシメットとほぼ同様であったが、加   

えてフェニル基5位の水酸化反応が認められた。主要代謝物は雌雄とも代謝物R、   

K、M－a、M－b及びⅤであった。  

ジクロシメットの、ラットにおける主要代謝経路であるフェニル基3位の水酸化   

によるⅠの生成が、Aではごくわずかしか起こらないことから、ジクロシメットと   

Aの代謝は互いに独立しており、一方からの異性化により他方が生成することはな  
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いと考えられた。（参照5～9）  

表7 尿、糞、胆汁、血祭及び組織中の代謝物（％TA瑚  

試験  標識体  性  
試料    親化合物1）  代謝物   

群  投与量  別  

尿  
Lの抱合体力（0．9）、Ⅰの抱合体3）わ．9）、Lわ．3）、  

bhe－14C］ジク  
雄  0－b（0．1）  

糞  3．7  Ⅰ毎6鳳Ⅰ息軌R隠臥M－aQ．臥M髄通、幻1．功  
ロシメット  

尿  
Ⅰの抱合体9（17．3）、Q（6．3）、Ⅰ（1．1）、L（1．0）、  

Img此g体重わ  
雌  0－b（0．3）、0－a（0．2）、N（0．2）、M－b（0．2）、L（0．1）  

糞  1．5   拇9カ、Mも払め、R短．功、M－a短劇、Ⅰ血鉄鎖Ll）  

尿  
Ⅰの抱合体㊥（1．0）、Lの抱合体力（0．8）、L（0．2）、  

雄  0－bわ．1）  
bbe－14C】ジク  

糞  3，0  Ⅰ極6カ、1瓜頚、R隠功、M墟．㊥、M－a色．臥Ⅹ（1．Ⅵ  
占シメット  

尿  
Ⅰの抱合体叫18．0）、Q（3．2）、Ⅰ（1．1）、N（0．竹、  

50m釘kg体重                       雌  L（0．6）、0－b（0．3）、Lの抱合体力（0．カ、0－a（0．1）  

糞  1．5   I顧）．カ、M⊥b晦．cD、R短．6）、M－aC2．CD、Ijl劇、Ⅰくb．7）  

尿′  
、0‾bの抱合体勅8）、  

排泄  
雄  

0・1 

①  
糞  

0・8）、M仰）、0地2）、  

bbe－1 
4・0  

1mg仮g体重  
尿  

N（4．9）こ0－b（2．5）、M－a（2．2）、M－b（1．8）、P－bの抱合  

雌   
休心（0．8）、Q（0．Ⅵ、P－a（0．6）、K（0．1）  

糞  
）、M‾b（5・1）、S（1・9）、  

2・9  

尿  
0－bの抱合体め（1．3）、0－b（1こ0）、N（0．8）、M－a（0．5）、  

雄  
0－a（0．5）、M－b（0．心、Q（0．3）、K（0．1）  

糞  
・抽（4・2）、M‾b（3・6）、  

1こ8  

bhe－14C】A  

50mg肱g体重  
尿 

N（4．め、0－b（2．3）、M－a（1．8）、0－bの抱合休心（1．6）、  

雌   
M－b（0．9）、0－a（0．㊥、Q（0．5）、K（0．1）  

糞  
7）、M‾b（4・2）、0‾b（2・2）、   

1・7  

尿  
雄  

Ⅵ通、軋臥Ⅰ血励、種油、tぬカ  

kya－14C］ジク  2．8 Ⅰ塵畑、t地久㈲、脚、Ⅰ血軋J軌カ  
ロシメット  

尿  
松竹、Ⅰ側臥Ⅵえ鉄也旬、α14）、R蝕軌  

排泄  
雌         1 Ⅰ止劇  

糞  1．1  武犯玖（匪玖t勉臥斑1軌1幻』、兼用  
②  尿  Ⅵね竹  

雄           糞  kya－14C】A  0．8   斑12軌舶、Ⅴ払軌（めカ  
1m亦g体重  Ⅵ払竹  

雌  尿         ．糞  2．1  斑11汲水1畑、Ⅴめ劇、（波頭   
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bbe－14C】ジク  Ⅰの抱合体分（如玖Gl十馳飢瑚、蛇吻  
ロシメット  

1mg肱g体重わ   Ⅰの抱合体叫姐玖Gl畑（1姻、㈲、ぬカ  

bbe－14C］ジグ  Ⅰの抱合体3）（54．5）、Gレ（逆収用、Q（5．5）、・Ⅰ（0．3）  
ロシメット  

50m封kg体重   
胆汁中  

Ⅰの抱合体∂也9．0）、Gl十（汐鮎凱Q（10．5）、Ⅰ（0．2）  

排泄  
胆汁  

雄  
GSl＋GS26）（16．6）、Q（3．4）、N（0．8）、K（O．3）、J  

帥e－14C】A  及びR（0．1）  

1mg此g体重  
雌  

GSl＋GS2¢（亜．3）、Q（2劇、N（0．心、Ⅹ（0．2）、Ⅰ  

及びR（0．1）  

雄  
qSl＋GS26）（58．7）、Q（1．9）、N（0．5）、Ⅹ（0．3）、  

bhe－14C】A  R（0．2）、J（0．1）  

50mかkg体重  
雌  

GSl＋GS26）（54．1）、Q（1．5）、N及びKわ．2）、Ⅰ及  

びR（0．1）   

体内  血簗   0．089  Ⅰ（0．009）、Ⅰの抱合体叫0．004）、■Q（0．002）  

分布   肝臓   0．467   
Ⅰ（0．513）、Q（0．d72）、Ⅰの抱合体叫0．009）、  

R（0．007）  

雄                     腎臓   Ⅰ（0，018）、Ⅰの抱合体粛（0．018）、R（0．005）、Q（0．003）  

0．116   M－a（0．001）  
bbe－14Clジク  

肺   
Ⅰ（0．007）、Ⅰの抱合体心（0．002）、Q（0．001）、  

ロシメット  0．089  

1mg瓜g体重  血祭   0」054  Ⅰ（0．007）、Q（0．002）、Ⅰの抱合体心（0．001）  

肝臓   0．247  Ⅰ（0．39）、Q（0．10）、Ⅰの抱合体め（0．031）、R（0．bo6）  

雌                    腎臓   
Q（0．052）、Ⅰ（0．020）、Ⅰの抱合体側（0．011）、  

0．107   R（0．003）、M－a（0． 

肺   0．087   
Ⅰ（0．00汎Ⅰの抱合体心（0．001）、Q（0．001）、  

R（0．001）、M－a（0．001）  

血祭   0．92   Ⅰ（0．49）、Q（0．28）、Ⅰの抱合体ヤ（0．20）  

肝臓   7．24   Ⅰ（33．2）、Q（2．68）、Ⅰの抱合体㊥わ．80）、R（0．27）  

雄                    腎臓   3．53   Ⅰ（0．90）、Q（0．45）∴Ⅰの抱合体め（0．36）、R（0．18）  
bbe－14C］ジク  

肺   
Ⅰ（0．27）、Ⅰの抱合体㊥わ．08）、Q（0．07）、R（0．03）、  

ロシメット  
3．08  

M－a（0．03）  

50mg瓜g体重  血祭   2．28   Ⅰ（0．19）、Q（0．07）、Ⅰの抱合体心（0．07）  

肝臓   22．3   Ⅰ（15．粛、Q（12．2）、Ⅰの抱合休心（0．25）、R（0．20） 

雌  13．0   Q（2．01）、Ⅰ（0．51）、Ⅰの抱合体ヤわ．28）、R（0．21）  

肺   34，3  

匝e－14C］A   
血祭   0．096   

M－b（0．012）、Ⅰ（0．007）、M－a（0，007）、R（0．006）、  

1mg此g体重  D（0．005）、Q及びM－aルの抱合体粛の合計（0．004）  

肝臓   
D（0．29）、M－a几の抱合体㊥及びQの合計（0．158）  

0．367   R（0．104）、M－b（0．082）、M－a（0．055）、Ⅰ（0．021）、  
雄  D（0．042）、M－b（0．040）、M－a（0．031）、  

腎臓   0．106   M二a几の抱合体叫0．019）ヾR（0．015）、Ⅰ（0．010）、  

Q（0．004）  

D（0．04亜、M－b（0．024）トR（0．019）、M－a（0．016）、  
肺   0．080  

M－a他の抱合体恥007）、Ⅰ（0．004）、Q（0．003）   
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血祭   
D（0．028）、M－a（0．004）、’M－b（0．004）、R（0．004）、  

0．123   Ⅰ（0．003）、Q（0．001）、M一肌の抱合体恥00■1）  

月刊蔵   
D（0．4粛、R（0．056）、M－〟bの抱合体叫0．036）  

雌  
0．373   Ⅰ（0．026）、M－b（0．021）、M－a（0．019）、Q（0．004）  

腎臓   
D（0．095）、Ⅰ（0．029）、M－a（0．014）、M－b（0．012）」  

0．095   R（0．010）、M－aルの抱合体㈹．010）二Q（0．004）  

肺   
D（0．11）、R（0．030）、M－b（0．016）、M－a（0．013）、  

0．064   Ⅰ（0．007）、M－a血の抱合体め及びQの合計わ．00畠）  

血祭   
D（0．34）、M－a（0．32）、M－b（0．31）、Ⅰ（0．30）、  

2．39  
M－〟bの抱合体心及びQの合計（0．20）、R（0．19）  

肺臓   
D（9．9）、M－a几の抱合体叫7．5）、R（4．竹、M－b（2．8）、  

14．3  
M－a（1．8）、Ⅰ（1．由、Q（0．42）  

雄  
D（3．1）、M－b（1』、M－a（0．94）、R（0．71）、  

腎臓   7．49  
Ⅰわ．42）、M－a几の抱合体叫0．14）  

肺   
D（3．0）、R（1．2）、M－b（0．94）、M－a（0．68）、  

bhe－14C】A  5．18  
M－a他の抱合体叫0．25）、Ⅰ（0．11）、Q（0．08）  

50Ⅰ戚g瓜g体重  

血祭   
D（0．6め、M－〟bの抱合体㈹．09）、Ⅰ（0．09）、  

4．44  
M－a（0．09）、R（0．08）、M－b（0．05）  

肝臓   
D（13．3）、M－a几の抱合体粛毎．2）、R（2．7）、  

雌  
23．9  

M－b（0．84）、M－a（0．79）、Ⅰ（0．58）、Q（0．47）  

腎臓   
D（3．3）、R（0．63）、M－a他の抱合体叫0．37）、  

16．0  
M－a（0．33）、M－b（0．24）、Q（0，13）、Ⅰ（0．09）  

肺   13．2   D（4．1）、R（1，2）、M－a（0．25）、M－b（0．21）   

寧封維①：投与後168時間の試料中の代謝物（％TAR）  

排泄②：投与後120時間の試料中の代謝物（％TAR）   

胆汁：投与後48時間の試料中の代謝物（％TAR）   

体内分布：Tmaxにおける組織中の代謝物（帽／g）  

Tm誠‥ジクロシメット低用量群；1時間、A低用量群；2時間、高用量群；6時間  
－：不検出   

1）ジクロシメット標識体投与群ではジクロシメット、A標識体投与群ではA  

2）何らかの抱合体   

3）グルクロン酸抱合体及び硫酸抱合体の合計  

粛 グルクロン酸抱合体   

5）Gl＋G2：Ⅰ：M－a、P－a、U及びDのグルクロン酸抱合体の合計   

6）GSl＋GS2‥I、K、M－a、M－b、P－a、P・b、S、T、U及びI）のグルクロン酸抱合体合計  

2．埴物体内運命試験  

（1）水稲（湛水処理）  

bhe－14C］ジクロシメット、bhe－14C］Aまたは払ut－14C］ジクロシメットを、温室内  

の容器で生育させた水稲（品種：日本晴）の最高分げつ期（播種55日後）、出穂期  
（播種113～117日後）及び穂揃い期（播種121′㌣124日後）に、120ga地aの用量  

で田面水に添加し、最終処理25～？8日後（播種149日後）に収穫した水稲の各部位  

を試料として、植物体内運命試験が実施された。   

水稲試料中及び土壌中放射能分布は表8に示されている。   

32．6～39．8％mRの放射能が植物体内に取り込まれた。’可食部（玄米）に移行し  
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た放射能は0．2～0．4％TARであった。   

玄米中の主要成分は親化合物（ジクロシメット処理区ではジクロシメット、A処  

理区ではA）であり、玄米中の総残留放射能（TRR）の75．0～84．1％（0．b4～0．08  

mg此g）存在した。代謝物としてはB（4．4～5．1％TRR、＜0，01mg／kg）及びD（1．7  

～5．4％TRR、＜0．01mg此g）が存在した。またbhe－14C］ジクロシメット処理区での  

み、E（1．8％TRR、＜0．01mgnig）が検出された。   

茎葉部では、親化合物が75．2～79．7％mR（2．15～4．13mg此g）存在した。代謝  

物としてはD（3．9～5．6％TRR、0．11～0．20mかkg）、B（2．7～3．7％TRR、0．10～  

0．14mg此g）、C（1．8～2．3％TRR、0．05～0．12mg此g）、Dの糖抱合体（1．6～1．7％TRR、  

0・05～0・09mg倣g）及びE（0．9～1．5％TRR、0．03～0．08mg肱g）が存在した。ジ  

クロシメット及びAの異性化は認められなかった。（参照10）  

表8 水稲試料中及び土壌中放射能分布  

標識体   bhe－14C】ジクロシメット  bhe－14C】A  払ut－14C】ジクロシメット  

mg此g  ％TAR   mg戊g  ％TAR   mg瓜g  

玄米   0．08  0．3   0．09  0．4   0．05  

茎葉部   3．13  24．0   5．18  34．3   2．80  

もみ殻   1．33  1．1   1．68   1．8   0．80  

残茎部   1．75  4．8   0．42  1．2   1．35’  

根部   1．30  5．4   0．61  2．1   1．23  

土壌   0．15  63．1   0．12  54．0   0．14  

（2）水稲（葉面処理）  

bhe－14C］ジクロシメット、bhe－14C］Aまたは払ut－14C］ジクロシメットを、温室内   

の容器で生育させた水稲（品種：日本晴）の穂揃い期（播種110～112日後）の止   

葉に、1葉あたり0．024mg／葉で塗布し、塗布27～29日後（播種139日後）に収穫   

した水稲の各部位を試料として、植物体内運命試験が実施された。  

水稲試料中放射能分布は表9に示されている。  

放射能は大部分が処理葉に存在し、可食部（玄米）に移行した放射能ほ0．1％TAR   

未満であった。放射能の回収率は63．2～75．0％mRであり、消失分は葉表面から揮   

散したものと考えられた。   

処理業中の主要成分は親化合物（ジクロシメット処理区ではジクロシメット、A   

処理区ではA）であり、94．1～96．7％TRR（98．9～221mgnig）存在した。代謝物と   

してはD（0・8～1・0％TRR、0．9～1．8mg／kg）及びB（0．8～1．2％TRR、1．1～2．7mgnig）   

が存在した。またbhe－14C］ジクロシメット処理区でのみ、Eが、払ut－14C］ジクロシ   

メット処理区でのみDの糖抱合体が検出されたが、いずれも0．2％TRR以下であっ   

た。ジクロシメット及びAの異性化は認められなかった。（参照10）  
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